
「
カ
ラ
ぬ
〜
く
」
と
は

「
カ
ラ
ぬ
〜
く
」
の
構
造

「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」
は
、
吸
湿
性
の
高
い
Ｐ
Ｖ

Ａ
（
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
）
を
初
め
て

フ
ィ
ル
ム
面
と
し
て
使
用
し
た
ま
っ
た
く
新

し
い
農
業
用
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

　

ほ
か
に
も
Ｐ
Ｖ
Ａ
素
材
を
使
用
し
た
農
業

用
被
覆
資
材
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
糸

に
し
て
織
り
込
ん
で
あ
っ
た
り
、
編
み
物
に

し
て
素
材
の
一
部
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の

で
通
気
性
が
あ
り
、
保
湿
力
を
低
下
さ
せ
ま

す
。
し
か
し
、「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」
は
唯
一
の
Ｐ

Ｖ
Ａ
の
フ
ィ
ル
ム
製
品
な
の
で
通
気
性
が
あ

り
ま
せ
ん
。

「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」の
構
造
は
、Ｐ
Ｖ
Ａ
フ
ィ
ル

ム
に
補
強
用
の
延
伸
ポ
リ
ク
ロ
ス
を
筋
ラ
ミ

法
で
貼
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
本
来
の
Ｐ
Ｖ

Ａ
の
特
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
十
分
な
強
度

を
有
す
る
製
品
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
（
第

1
図
）。

「
カ
ラ
ぬ
〜
く
」
の
特
長

す
ぐ
れ
た
除
湿
性

　

前
項
で
も
述
べ
た
通
り
「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」

の
主
素
材
で
あ
る
Ｐ
Ｖ
Ａ
は
吸
湿
性
が
高
く
、

ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
を
速
や
か
に
吸
湿
し
加
湿

状
態
を
防
ぎ
、
湿
度
に
よ
る
灰
色
か
び
病
な

ど
の
抑
制
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
花
卉
栽
培
に
お
い
て
は
ボ
タ
落
ち

に
よ
る
花
シ
ミ
が
激
減
し
た
な
ど
、
多
く
の

喜
び
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

一
般
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
特
に
年
月
が
経
過

す
る
に
つ
れ
流
滴
剤
効
果
が
落
ち
、
表
面
に

水
滴
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
「
カ
ラ
ぬ

ー
く
」
は
す
ぐ
れ
た
吸
湿
効
果
で
ボ
タ
落
ち

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
イ

ド
カ
ー
テ
ン
に
使
用
し
た
お
客
さ
ま
か
ら
は

「
作
業
時
に
服
が
濡
れ
な
く
な
っ
た
」
と
喜

び
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
（
写
真
1
・
2
）

（
第
2
図
）。

高
い
保
温
性

　

保
温
性
を
測
定
す
る
方
法
に
熱
貫
流
率
測

定
が
あ
り
ま
す
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
素
材
を

通
過
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
測
定
す
る
方
法

で
す
が
、
そ
の
通
過
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値

が
低
い
ほ
ど
、
保
温
力
が
高
い
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。

「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」
は
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い

る
農
業
用
被
覆
資
材
と
比
較
し
て
も
、
高
い

保
温
力
を
も
っ
て
い
て
、
農
ビ
1
0
0
μ
の

4
分
の
1
の
厚
み
、
25
μ
品
と
ほ
ぼ
同
等
の

熱
貫
流
率
に
値
し
て
い
ま
す
（
第
3
図
）。

　施設園芸における被覆資材は近年の高機能フィル
ムの多様化に伴い、その選定にはとても悩まれると
ころだと思われます。
　内張カーテン用途では除湿性・保温性・透明性・
遮光性など、主目的によって選定されていることと
思いますが、ここで紹介します「カラぬーく」は、
これらの機能を兼ね備えた新しいフィルムです。

写真１

写真２

東京インキ株式会社　加工品営業本部　生産技術部　課長　　與
よ

那
な

覇
は

　耕
こう

伸
しん

第２図　トマト栽培の湿度・温度データ
　　　　 （「カラぬーく」とA社品農POの比較）

カラぬーく

「カラぬーく」
A社農PO
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除湿と保温性・透明性を維持し上作に直結　内張りカーテンにおすすめ

第１図　「カラぬーく」の構造

↑朝方、夕方の結露水によるボタ落ちがほとんど
ないため、病気の軽減が可能です。

ボタ落ちで
通路は濡れ
ている。

熊本県　トマト同一生産者ハウス（2011年２月）

※京都大学大学院データ

一般農PO内張り
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ま
た
、
香
川
県
農
業
試
験
場
で
の
実
証
比

較
試
験
で
も
、
農
P
O
75
μ
と
の
比
較
で
燃

料
費
を
14
・
4
％
削
減
で
き
た
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
（
第
4
図
）。

す
ぐ
れ
た
透
光
性

「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」
の
光
線
透
過
率
は
紫
外
線

領
域
の
３
２
０
nm
〜
４
０
０
nm
で
、
約
85
％

で
す
。
光
合
成
に
最
も
必
要
な
４
０
０
nm
〜

７
０
０
nm
で
は
、
約
90
％
透
光
率
を
有
し
ま

す
（
第
5
図
）。

　

ま
た
、
製
品
の
吸
湿
特
性
上
表
面
に
水
滴

が
つ
き
に
く
い
た
め
、
光
線
透
過
率
が
落
ち

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
植
物
の
生
育
に
大
切
な
明
け
方
の
光
を

十
分
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
（
第
6

図
）。

取
り
扱
い
の
注
意
点

「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」
は
素
材
の
特
性
上
、
吸
湿

・
乾
燥
を
繰
り
返
す
こ
と
で
収
縮
す
る
の
で
、

規
格
を
決
め
る
際
は
十
分
な
余
尺
を
み
て
決

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
使
用
し
て
い

る
カ
ー
テ
ン
に
対
し
、
幅
方
向
８
％
・
長
さ

方
向
５
％
の
余
尺
を
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
巻
き
上
げ
収
納
な
ど
の
場
合
、「
カ

ラ
ぬ
ー
く
」
を
濡
れ
た
状
態
で
巻
き
上
げ
た

ま
ま
乾
燥
さ
せ
る
と
く
っ
つ
く
場
合
が
あ
る

の
で
、
乾
い
た
状
態
で
の
収
納
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

「
カ
ラ
ぬ
〜
く
」
の
種
類

「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」
は
、
現
在
３
つ
の
種
類
か

ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

●
「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」
14
μ
品
（
透
明
）

●
よ
り
高
い
保
温
性
を
求
め
る
な
ら
25
μ
品

（
透
明
）

●
遮
光
と
保
温
を
兼
ね
備
え
た
フ
ル
シ
ー
ズ

ン
で
使
用
可
能
な
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ぬ
ー

く
」
（
遮
光
率
60
％
）

※
水
た
ま
り
が
気
に
な
る
方
は
別
途
水
抜
き

加
工
も
で
き
ま
す
。

今
ま
で
の
農
業
用
被
覆
資
材
の
概
念
と
は
ま

っ
た
く
違
う
フ
ィ
ル
ム
の
「
カ
ラ
ぬ
ー
く
」。

使
用
方
法
を
し
っ
か
り
確
認
し
ご
使
用
い
た

だ
け
れ
ば
、
き
っ
と
お
役
に
立
て
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

※標準小売は2013年７月現在のメーカー参考小売価格です。
※商品のお問い合わせはタキイ資材部まで。タキイ通販での取り扱いはありません。
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第３図　「カラぬーく」の長波吸収率と熱貫流率の関係　
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（引用：清水ら，放射率測定による透明被覆資材の熱貫流率の測定，
　日本農業気象学会2010講演要旨に加筆）

「カラぬーく」規格一覧
品　名 厚み 幅 長さ 標準小売（税込 /円）

カラぬーく 25μ 指定幅加工（20㎝ピッチ）指定長さ加工 462円/㎡

カラぬーく 14μ 指定幅加工（20㎝ピッチ）指定長さ加工 410円/㎡

ホワイトカラぬーく 14μ 指定幅加工（20㎝ピッチ）指定長さ加工 462円/㎡

第４図　暖房燃料節減効果
「カラぬーく」　は、農POと比較して保温効果があり、暖房燃料を
約15％削減できた。

A社農PO
（75μ）

カラぬーく
（25μ） 削減率

白灯油使用量 1,147ℓ 982ℓ 14.4％

香川県農業試験場：キク品種（神馬）３月彼岸出荷作型にて実施
暖房期間：2012年１月17日～4月14日

↑ハウス内が明るい。

→
内張りは、「カラぬーく」
外張りは、アクリル波板

←
内張りは農ビ使用
外張り、フッ素系平板

↑流滴状態になりハウス内が暗い。

第６図　水耕みつば栽培事例（愛知県弥富）　
カラぬーく使用 一般農ビ使用

'10年12月

第５図　「カラぬーく」の光特性　
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「カラぬーく」（PVA）


